
教育力や研究力をどのようにアピールするか？

日本版の指標から考える教育力向上施策の一例  対
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
学
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
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単
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
」
と
広
報
す
る
よ
り
も
、
ラ
ン

キ
ン
グ
や
ス
コ
ア
を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
大
学

に
比
べ
て
ど
れ
だ
け
優
れ
て
い
る
の
か

を
相
対
的
に
示
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
一
方
の
学
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
つ
ま
り
ラ
ン
キ
ン
グ
を
高
め
る
た

め
の
施
策
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
大
学

に
聞
い
た
情
報
を
集
約
す
る
と
、
日
本

版
の
４
分
野
に
つ
い
て
は
、【
図
表
３
】

の
施
策
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
「
教
育
リ
ソ
ー
ス
」
の
ス
コ

ア
算
出
項
目
は
「
資
金
」「
入
学
者
の
学

力
」
な
ど
４
つ
の
要
素
に
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
は
「
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

「
高
大
接
続
改
革
」
と
い
っ
た
施
策
が
あ

り
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
戦
略
的
な
資
源

の
獲
得
と
分
配
が
実
現
で
き
ま
す
。

　
総
合
ス
コ
ア
も
含
め
、
ラ
ン
キ
ン
グ

の
ス
コ
ア
は
、
改
革
を
進
め
る
た
め
の

Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
利
用
価
値
が
あ
り
ま

す
。
自
学
独
自
の
調
査
と
は
異
な
り
他

大
学
と
の
比
較
が
で
き
る
た
め
、Ｉ
Ｒ

に
用
い
や
す
い
と
言
え
ま
す
。
自
学
が

意
識
し
て
い
る
分
野
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本

版
（
以
下
、
日
本
版
）
が
発
表
さ
れ
て

１
年
、
多
く
の
大
学
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
関
す
る
研
修
の
お
手
伝
い
を
す
る
中

で
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
与
え
る
ラ

ン
キ
ン
グ
の
影
響
力
は
徐
々
に
理
解
さ

れ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
大
学
に
と
っ

て
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、「
対
応
せ
ざ
る
を

得
な
い
」
も
の
か
ら
「
使
わ
な
い
手
は

な
い
」
も
の
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
の
活
用
に
は
、
ス
コ
ア

や
ラ
ン
ク
を
高
め
る
た
め
の
学
内
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ラ
ン
キ
ン
グ
を

ア
ピ
ー
ル
材
料
と
し
て
使
う
対
外
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
２
つ
の
方
向
性

が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
も
必
要
で
し
ょ
う
【
図
表
１
】。

　
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
ラ
ン
キ
ン
グ
活
用

に
積
極
的
な
大
学
が
多
々
あ
り
ま
す
。

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
８
（
以

下
、
世
界
版
）
22
位
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

国
立
大
学
は
、Ｉ
Ｒ
担
当
の
職
員
を
約

30
人
配
し
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
分
析
。
必

要
な
施
策
を
検
討
し
て
学
内
各
部
署
と

連
携
す
る
一
方
で
、
対
外
的
な
メ
デ
ィ

ア
戦
略
も
講
じ
て
い
ま
す
。「
ラ
ン
キ

ン
グ
が
向
上
す
れ
ば
世
界
の
ト
ッ
プ
大

学
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
し
や

す
く
な
る
↓
ま
す
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
ス
が

上
が
る
」
と
い
う
好
循
環
に
気
づ
い
た

か
ら
こ
そ
、
ラ
ン
キ
ン
グ
施
策
に
人
や

資
金
を
投
じ
て
い
る
の
で
す
。

　
日
本
版
と
世
界
版
の
結
果
を
組
み
合

わ
せ
る
と
、
自
学
の
広
報
戦
略
上
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
確
認
で
き
ま
す
。
日
本
版

が
教
育
力
を
、
世
界
版
が
研
究
力
を
表

す
と
見
な
す
と
、
例
え
ば
【
図
表
１
】

の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
が

で
き
ま
す
。
国
際
的
な
指
標
か
ら
自
学

の
教
育
力
、
研
究
力
を
把
握
し
た
う
え

で
、
そ
れ
ら
を
国
内
、
国
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
両
ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
り
、
中
で
も
世

界
版
で
６
０
０
位
以
内
の
Ａ
ゾ
ー
ン
の

大
学
は
、
研
究
力
が
高
い
大
学
で
す
。

ま
ず
は
そ
の
こ
と
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
国
際
競
争
力

を
高
め
る
た
め
に
は
、
世
界
Ｔ
Ｏ
Ｐ
２

０
０
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
研
究
力
も
教
育
力
も
高

い
大
学
は
、
そ
れ
を
国
内
だ
け
で
な
く

海
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
日
本
版
が
通

用
す
る
の
は
国
内
だ
け
で
は
な
い
か
ら

で
す
。
年
間
12
億
Ｐ
Ｖ
を
記
録
す
る
Ｔ

Ｈ
Ｅ
の
英
語
版
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る

ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
の
ス
コ
ア
や
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
は
、
世
界
に
対
し
て
強
い
影

響
力
が
あ
り
ま
す
。
留
学
生
募
集
、
海

外
大
学
と
の
協
定
締
結
、
海
外
研
究
者

と
の
共
同
研
究
な
ど
に
有
効
で
し
ょ

う
。
会
津
大
学
の
よ
う
に
Ｔ
Ｈ
Ｅ
の
サ

イ
ト
を
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に
活
用
す
る
動

き
も
見
ら
れ
始
め
ま
し
た
。

　
教
育
力
が
高
い
の
が
Ｃ
ゾ
ー
ン
の
大

学
で
す
。
桜
美
林
大
学
で
は
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
の

サ
イ
ト
や
情
報
誌
を
活
用
し
て
教
育
力

の
高
さ
を
国
内
外
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
は
外
部
機
関
に
よ
る
評

価
な
の
で
、
強
み
を
広
報
す
る
素
材
と

し
て
使
い
勝
手
が
よ
い
点
が
特
徴
で
す
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
把
握
し
て

広
報
戦
略
を
練
る

改
革
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て

ス
コ
ア
の
活
用
を

特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

（株）進研アド
教育改革支援室 室長 

横山俊介
よこやましゅんすけ●（株）ベネッセコー
ポレーション高校事業部を経て現職。
THE世界大学ランキング分析、留学促進
施策研究、英語力向上プログラム開発な
ど、大学のグローバル化を総合的に支援。

1位
2位
3位

15位

50位

100位

150位

ランク外 1001+位 801
～1000位

601
～800位　　　　　

501
～600位　　　　　

401
～500位　　　　　 50～1位　　　　　・・・・・・・・・・・・　　　　教

育
力（
日
本
版
ラ
ン
キ
ン
グ
）

研究力（世界大学ランキング）

分野

教育リソース

教育充実度

教育成果

国際性

ラ
ン
キ
ン
グ
の
活
用
法
は

２
通
り
あ
る

教
育
力
の
高
さ
を

国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

C A
世
界
版
T
O
P
2
0
0
位

以
内
を
め
ざ
し
、研
究
力
を

国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

B
研
究
力
と
教
育
力
を

国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

【図表２】 

【図表3】 

構成要素 施策例 改革の視点

国際

目標

研究

ＩＲ

教育

広報

組織

予算

ランキング活用法とその体制
どんな体制で臨むか

【図表1】

ガバナンス
強化

対外コミュニケーション

学内コミュニケーション

・・
・・
・

・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・

・・
・・
・・

学
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

対
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

取材・文／児山雄介

ランキングをどう高めるか

国際

評判

資金

教育

学内コミュニ
ケーション

ラ
ン
キ
ン
グ
を
活
用
す
る
方
法

H
o

w
 to

ランキングで何ができるか

海外ブランディング

大学間協定

国内学生募集

マスメディア対応
対外コミュニ
ケーション
対外コミュニ
ケーション

□財務マネジメント
□コスト構造改革

□競争的資金獲得
□産学連携促進

□寄付金の獲得

□教職員の質向上□入学者定員管理 □教員数管理

□研究マネジメント □URAの設置 □研究と教育のバランスマネジメント

□eポートフォリオを活用した
　入学者選抜

□データを活用した
　戦略的募集戦略

□語学教育プログラムの充実
□海外留学の活性化

□在学生調査の経年比較
□卒業生調査のしくみ構築

□高大接続プログラムの開発
□同窓会組織の活性化

□主体性／多様性／協働性の育成
□思考力／判断力／表現力の育成
□育成する能力と測定する
　評価の一体化

□大学全体としての
　学修歴の可視化と検証
□ポートフォリオ構築と
　IR室による検証・改善

□高大接続改革
□育成型入学者選抜

□入学前教育、初年次教育、
　基礎教育の充実
□少人数教育の充実

□ゼミの低学年化・活性化
□資格取得率の向上
□アクティブ・ラーニングの活性化

□ポートフォリオの活用
□学修歴・活動歴の可視化

□リフレクションの機会設定
□在学生調査の充実

□広報戦略のブラッシュアップ
□高校向けの広報の低学年化

□高校の進路指導教員との
　リレーション強化

□キャリア教育の充実
□国内・海外インターンシップの充実
□就職活動支援の充実

□OB・OGのネットワーク構築
□大学院への最適なマッチング
□アクティブ・ラーニングの導入

□学生自身の学修歴の
　可視化とアピール
□語学力を育成するしくみの充実

●外国人留学生の受け入れ促進
□留学生募集戦略の立案
□海外協定校の拡大、
　海外での認知拡大

□国内の日本語学校への
　プロモーション強化
□留学生入試の工夫
□日本語教育プログラムの構築

□英語学位取得プログラムの設置
□留学生生活環境、住環境整備
□留学生の就職支援

●日本人学生のマインドセット
□英語学習環境の整備
□留学にチャレンジする機会の拡大

□留学にチャレンジしやすい
　スケジュール設計
□留学生と共同生活できる
　国際寮の設置

□学生の英語力の可視化と検証
□英語外部検定試験の入試活用
□外国人教員受け入れの促進

□ディプロマポリシーの明確化
□ディプロマポリシーに沿った
　カリキュラムポリシー策定
□カリキュラムポリシーを実現し得る
　アドミッションポリシーの策定

能力の育成

キャンパス内の
ダイバーシティの
推進

資金

教員数・学生数

論文

入学者の学力

質の高い教育

学生の成長実感

特色の認知拡大

能力の定義と
言語化

グローバル環境を
生かした学生の
育成

戦略的な
資源の分配

特色ある
教育による
人材育成

一貫性のある
AP・CP・DPの
構築

グローバル人材
を育成できる
しくみの構築


